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(Ⅲ群)30例であった.m群や27例はチ広範な梗塞巣が

出現 し,majorstTOkeとなったが,Ⅲ群では良好な機

能回復がみられた.byp迅SSは5例におこなわれ, 2例

が著明改善,機の3例は内包の限局性の梗塞等のため麻

棒の改善が得られなかったが,広範囲梗塞をきた した例

はない,結論 :DEE(+)例には hemodynamic軌erapy

が有効であり,急性期手術も考慮されるべきである.
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STA-MCAamastomosisの手術 適 托巌 関 Lては,普

だ議論が多く確定をみていない.我 々 は Progress血尿

Strokeの急性増悪期に緊急 STA-M CA anast()m(-)Sis

を行い,蜜だ掘症例と経験数は少ないれ 有効との感触

を得ている.今抑豊後症例を提示 し,そ瑚丙態,術後経

過の特徴などに-)き検討を行った. く結果)1)銅 i漕ij

とも男性,年齢は60--76才.2)震任病変は左内頚動脈

または中大脳動脈の閉塞.3)急性増悪期の症状は蚤度

の右片麻韓と失語症,軽度の意識障害.4)現病歴と手

術時農隠 2症例では T工A,RiND あるいは mimorstmke

が半年以上前から出現 し,投薬にて経過をみていたが,

急性増悪症状が発現 したため手術施行,2剥時間以内に血

管吻合を完了した.他の2症例では,軽い症状で発症 L,

lii=症状が安定あるいは軽快 Lたが,24時間以内に再び

症状増悪を来 したため手術施行,急性増悪後闇 薄問以内

に血管吻合を完了Lた.

＼･. ･ て ● ･ - ･.･･/
の維験から

- 光昭 鶴 謎描 中央紙 )

日的 :1/,【lllMlHlt川11rLHr相川沌虹川 的:Lllして S′1'八

-MCA amaSも約mでjS豆Sに比 Lても優る方法として積極的

に行なう方が増えたが,問轟も指摘される.脳塞栓,超

早期例8例に Embolectomyを行なってきたが,少な

い経験からの問題点を述べたい.方法平準大脇動脈 (Ml)

閉塞6例,内頚動脈閉塞 (Cl-2)2例に対 し 6時間

以内に Emb涙ectomy, また 1例は Embo】ect｡my斗

ST:iM(~､A Lln;1St川110㌔is施行.問組側 1二,M.i〔')再二閉

塞i例,2)出血性梗塞 2例,3)穿通勤駅慣域の血流不
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令:l倒∴言ト,上.結果パ詰論:HMl閉塞例で llhll_111(1､1_nly

完行 したが,分枝直後の一一校に A洩eromaによる狭窄

ありこの部分で閉塞 した例は対策として,S甘A-MCA

こInLIStOIllOSiSt･r川手~･用か有功.21侶illL什梗塞は 1'倒しリ ､

5日以内に発作的血圧上昇 (200mm柑琵以上) した例

で,術後の血圧調節が大観 334例の穿通枝儒域の m､
での LD は穿通枝に対する本法の限界かむしれないが,

線溶療法の併鳳 manupulat主omのくふうを費すると思

われた,
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急性期頭蓋内主幹動脈閉塞症例に対するウElキナ一一ゼ

(uK)動注療法の織祭は散見されるが,その適応や治

療成績に対 し明確な評価が摺られていない.LかL薯効

例が存在 L,また手術による血行再建術や uK の静注

療法よりも早 く血流腎開出来る可能性のある動注療法は,

今後適応症例 や挽 LjrJi法等を明確に出来れば,閉塞性脳

血管障害に対する有効な治療法の一つとLて評価 される

可能性があると考えられる.そこで当施設での白験例用

例を中心に過払 投与方法について文献的考察を加え報

告する.対象は内頚動脈閉塞3鶴 中大膳動脈閉塞 5例,

脳底動脈閉塞 2例の計10例ですuK を12万単位かド)120

万単位動注 した.このうち7例に血管写上での蒋開通と

神経症状の改善を認め,2例に出血性梗象 男顔浮腰の増

強を認めた.改善を認めた7例のうち半数以上は発症後

3矧音調以内に動注を開始 し得た症例で,時間的牽紬 ま濃

要と思われた.
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(目的)今回,我々は種々の血行 再 建 術 前後の脳循環

動態の変化について検討 し,Diamox testの有用性を

検討 したので報告する.(方法)対象は,T王A から mimor

LIOmPlt.tLl〔lstlLりkt一十･;:--LJrlT竪tl二期脳虚Lrl11117:Ilt-lL'二咽 て仝例.

患 側 の 内頚動脈あるいは中大脳動脈水平部に高度の狭窄

ま た は 閉 塞を認めた.安静時の mCBF及び中大脳動脈


